
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○新たな線引きが平成２８年１１月に

スタートしました。        

○神奈川県が行った今回の線引きで

は、「交通施設の都市計画の決定方針」

の中で、はじめて「ＪＲ東海道新幹線

新駅北口及び南口の駅前広場について

は計画の具体化を図る」という文言が

位置づけられました。 
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このまちづくりニュースは新幹線新駅の誘致とツインシティのまちづくりの情

報をお知らせするものです。 

    ツインシティ倉見地区まちづくり報告会を開催しました 

 

 

 

現在のまちづくりへの取り組み状況や県との

調整状況をお伝えするため、町職員と県駐在事務

所の職員が出席し、８月２７日（日）、28 日（月）

に新駅周辺整備検討区域の地権者の方を対象と

して「ツインシティ倉見地区まちづくり報告会」

を開催しました。両日合わせて３７名の方に参加

していただきました。 

当日の主な内容はつぎのとおりです 

これまでの取り組み経過 

～第７回線引き見直し～ 

○また、倉見地区は「一般保留」として

再び位置づけられました。これは前回の

第６回線引き（平成２２年３月～平成２

７年３月）と同様の位置づけで、引き続

き、まちづくりの話し合いができる状況

が整えられたということを意味していま

す。 

※線引きの説明については次頁をご覧ください。 



○神奈川県鉄道輸送力増強促進会議の

要望に対する回答では、「新駅の設置の

可否については利用者の需要見込みと、

それを裏付ける周辺地区の都市形成な

どを検証して判断する」としています

が、「新駅はリニア中央新幹線が開通し

てからその先の問題であり、現在は可否

を検討できる段階ではない」という見解

が示されています。 

～県との財源調整について～ 
○町では県と財源負担のあり方を話し合

うために、考えられる事業手法で想定し

た事業費を試算し、町で実施できるのか、

いくら財源が不足するのか、といった推

計作業を行いました。また、財源が不足

する場合には、県からの支援をいただけ

るのか、県と協議してまいりました。 

○現段階では、県から、広域的利用に供

する施設（道路）等の整備費用への支援

の可能性については示していただいたも

のの、事業の大半を占める「面整備」に 

ついては、「制度の範囲を超えた財政支援は困難」という見解が示されております。 

○町として財源の見通しも立たないまま、現在の「新駅周辺整備検討区域」を具体化する説明を

するのは無責任であるため、さらにまちづくりエリアの絞り込みや、段階的な手続きなど、現行

の補助制度で着手可能な事業の組み立てを検討する必要があります。引き続き県と調整を重ねて

まいりたいと考えています。 

～ＪＲ東海への要望活動～ 
○県同盟会では、ＪＲ東海がリニア中央

新幹線の名古屋開業年次に新幹線新駅

が開業できるよう早期に検討してほし

いと要望しています。 

○今後もＪＲ東海との意見交換の機会

を重ね、互いの認識を深めてまいりたい

と考えています。 



  

○「新駅周辺整備検討区域」を２０

２７年のリニア中央新幹線名古屋開

業に併せて完成させるまちづくりは

財政的にも、期間的にもかなり困難

な状況となっています。 

しかしながら、新駅開業時期までに

すべてを完成しなくてはいけないと

いうわけでもありません。新駅が実

現するまでに実施可能な事業案をつ

くりあげ、それをきっかけにまちづ

くりの裾野を広げられるような取り

組みを考えながら県と相談していき 

 

※線引きとは 

線引きはおおむね１０年後の将来人口予測のもと、都市計画区域について｢都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針などを都市計画｣に定めるとともに、無秩序な市街化を防止するため、都市計画区域を市街化区域と市街

化調整区域に区分するもので、都市計画の根幹をなすものです。 

これらの都市計画を見直すことを「線引き見直し」といい、神奈川県ではおおむね５年ごとに県内一斉で、こ

の「線引き見直し」を行っています。 

県央・湘南都市圏の整備、まちづくり（県からの報告） 

 ○圏央道のうち、さがみ縦貫道路が平成

27 年 3 月に全線開通し、その後、埼玉

県や茨城県の区間が全線開通したことで

企業の立地や観光面でさまざまな効果が

現れています。県としても、平成 29 年

3 月に完成した「戸田交差点の立体交差

化」など、幹線道路の整備に取り組んで

います。 

○平成 28 年 4 月 20 日に、国の交通政

策審議会において、２０３０年を目標年

次とする「東京圏における今後の都市鉄

道のあり方について」の答申が出されま 

した。相鉄いずみ野線の延伸については、前回の答申で「湘南台から相模線」と示されていた延

伸区間が、今回の答申で、「湘南台から倉見まで」として明確に示されたことは大きな成果であ

ると考えています。 

たいと考えています。 

○具体的な計画案をお示しするには、まだまだ行政間で詰める必要がありますが、今後、早い時

期に皆さまと具体的な話し合いができるよう努めてまいります。 

今後の進め方について 



【町】名古屋開業時、全線開業時のどちらとも見解を示していません。同盟会では名古屋開業

時の新駅をＪＲ東海に訴えています。 

【町】現在は、ようやく地元の担当者がＪＲ東海と面談ができたという段階です。今後、進捗

を見ながらお会いする機会を重ねていきたいと思います。 

 
【ご意見】こういう大きな事業は国会議員の後押しがなければ進まない。 

 

【ご意見】町の財政も苦しいと聞く。これだけの大規模事業を行うことで町民の福利厚生や教

育などの財源が削られてしまわないか。 

【ご意見】倉見にはどんな施設を誘致しようとしているのか。 

 

【ご意見】取り組み方がうまくない。新駅を利用するであろう若い世代が参加できる仕組みが

必要だ。 

【ご意見】ＪＲ東海がリニア中央新幹線の全線開業まで駅設置判断をしないという見方もあるの

か。 

【ご意見】早くＪＲ東海と事務レベルの話し合いに入ってほしい。 

 

【町】県同盟会ではＪＲ東海への要望と並行して国会議員への要望や国土交通省等、国の機関

にも要望を行っています。 

【町】この事業は、町民の行政サービスや社会保障などを削りながら行うものではありません。

行政サービスを損なわずに着手可能なまちづくりが取り組めるようにさらに精査してまいり

ます。 

 

【町】新駅周辺は、商業・業務系の土地利用を期待していますが、新駅の停車本数など駅の利

用形態を考慮する必要があります。 

 

 

 

  

【 まちづくりに関するご意見をお寄せ下さい 】 
 

まちづくりに関するご質問・ご意見等がございましたら、お気軽に下記までご連絡下さい。職員がご自

宅にお伺いするなどし、説明をさせていただきます。 

〒253-0196   神奈川県高座郡寒川町宮山 165 番地 寒川町 拠点づくり部 倉見拠点づくり課           

TEL:0467-74-1111(内線 741) FAX:0467-74-2833 

HP :http://www.town.samukawa.kanagawa.jp 

※ホームページ上の「メールフォームによるお問い合わせ」から、メールでのお問い合わせも可能です。 

当日の主なご意見 

【町】まちづくりは新駅開業を見据えて取り組んでいます。ＪＲ東海の駅設置検討のタイミン

グとまちづくりのスケジュール感が合わずに手続きをすると土地利用規制等で地元の方々に

迷惑がかかってしまいますが、まちづくりの準備は必要だと考えています。                                                   

駅設置が決まらないと、都市計画決定ができません。決定前に事業が始まることはありません。 

 

【ご意見】まちづくりは２０２７年に開業してから動くのか、その前から進めていくのか。Ｊ

Ｒ東海が駅設置を決定する前に見切り発車で事業は行えるのか。 

 


